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『トゥール・レーク』論
坂　口　博　一
　トゥール・レークは，カリフォルニア州の内陸部にあり，オレゴン州と
の州境に接した実在の地名である。夏には強風が絶え間なく火山灰を吹き
しげて行く一面の溶岩地帯で，わずかな灌木が根を下ろすのみである。こ
こでは夏の酷暑とは打って変り，冬は寒冷の地で，歩く人の足元で凍りつ
いた火山灰がひび割れる。この地名が現在人々の口にのぼることがあると
すれば，それは多くの場合第2次大戦中に日系アメリカ人を収容したトゥ
ーー求Eレーク収容所との関係においてであろう。今でも人間の居住にほと
んど適さないこの地に，第2次大戦中は，最高時には18，000人を収容する
収容所が建てられていたのである。その地での収容者達の生活は，大戦下
の生活物資の不足とあいまって想像を絶する辛いものであった。収容所
は，アメリカ西海岸の軍事上重要な戦略基地とその周辺の人［密集地か
ら，できるだけ遠くに日系人を排除する目的で建られていたから，他の九
つの収容所も地理的条件や生活環境の劣悪さはトゥール・レーク収容所に
勝るとも劣らぬものであった。トゥール・レーク収容所が，今日他の収容
所に比べて何かと話題になるのは次の理由からである。当初はこの収容所
も他の九つの収容所と同じくある地域の日系人を収容する目的で建てられ
た。しかしアメリカの日系人強制収容政策に激怒し反抗した各収容所の過
激分子を，まとめてこの収容所に送りこむようになった結果，ここは反米
ムードが最も尖鋭化した収容所と化した。それに伴なって米軍管理当局と
の間に，又収容者同志の間で多くの流血の惨事を引き起すことになったか
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らである。自分の過去の涙と汗の努力の所産である農地や家屋や事業を二
束三文に売り払って収容所へ入らなければならなかった一世にとっても，
自分のアメリカでの将来を全部閉ざされた形で収容所に入らなければなら
なかった二世にとっても，日系人収容所収容政策は激しい憤りを生んだの
は当然のことであった。その憤りが収容者達を三つのグループに分けた。
第一は，この憤りは憤りとして，このような憤りを感じなくてもよいアメ
リカ社会になるよう，自分達で極力努力して，アメリカ社会の自分達への
誤解や偏見を解いて行こうとするグループであった。それまでアメリカの
社会に子供の時から慣れ親しんでいる若い二世に多かった。第二は，その
憤りを憤りとして終らせず一つ一つ自分達に対する誤解と偏見を正すこと
で，アメリカの自分達に対する非礼を詫びさせようとするグループであ
る。知識層の一世や二世に多かった。第三はこれまで受けた誤解や偏見を
憤るあまりに一切アメリカ人やアメリカ的なものを否定して，日本への忠
誠に自分達の活路を見い出そうとするグループである。日本で伝統的な教
育を受けて来た帰米二世に多く，一世達の多くも気持の上での同調者であ
った。各収容所で過激派と見なされトゥール・レークに送られて来る人達
は当然第ニグループ又は第三グループに属する人達であった。トゥール・
レーク収容所の悲劇は何回となく他の収容所から過激派と見なされる人達
が送り込まれた結果，第三グループが第ニグループを上回る勢力を得たこ
とによる。収容所当局に対しては，生活条件や労働条件の改善で第ニグル
ープも第三グループも共通の要求を持ったが，ややもすればそれを引金に
収容所の暴動にまでもって行こうとする第三グループを抑えるのに小柄グ
ループのみならず収容者の多くが必死に努力をした。第三グループには要
求貫徹があるのみで，当局と妥協することは，信用ならないアメリカ人に
又騙されることであり耐えがたい屈辱であった。少しでも収容所の運営に
管理当局に手を借した人や，又そのもとで働いている収容者は“犬”と呼
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ばれて闇討に会い生命を落す者もあった。彼らは収容者に，アメリカ国籍
をすてて日本に帰化し，交換船で日本に帰してもらえるように当局に要求
することを強く求めた。又当局に対しでは，自分達と同じ考えの人達のみ
をトゥール・レrクに収容して，異分子は他の収容所に移すことを要求し
た。アメリカの日系人に対して取った非をどこまでも追求しながらも，日
本の勝利も信じなければ日本を支配していた熱狂にも不合理なものを感じ
ていた第ニグループの収容者に対しても，彼らは“true　Japanese”で1まな
いと言って執拗な攻撃をくわえた。ちょっと信じがたいことだが，日本と
交戦中のアメリカの国土内で，いかに収容所内とはいえ，トゥール・レー
クの収容者達は彼らの先導で天長節や明治節を日の丸をたてて祝い，坊主
頭の奉国青年団の若者の剣道や柔道の練習や教練を日夜目げきすることに
なったのである。
　現在まで歴史が流れても，どのグループが歴史の判定に耐えうるもので
あったかは解らない。日系アメリカ人を収容所に入れた事の非をアメリカ
が国家として認め，賠償問題も取ざたされる今日，当時の良識派ともいえ
る第ニグループの判断が一番的を射ていたとも言える。しかし，むしろそ
の様な日が来たのは第一グループの判断が正しくて進んで従軍し戦果を上
げ，又各所で白人の偏見にも押しつぶされない成果を上げた為とも考えら
れる。第三グループの新天地アメリカにかける期待は大きく，それだけに
そこで遭遇した偏見と差別が白人に憎しみをいだかすまでになり，収容所
に入られたことでそれが決定的になり，日本による自分達の立場の解放を
求めるようになったとしても不自然な事ではない。トゥール・レーク収容
所の悲劇は，このように接点も求められない三つの異なる立場が音をたて
てぶつかり合い，火花を散らしたことである。それぞれ異なる立場に立っ
て，相手を説得できないいら立ち，それにつづく憎悪さらには暴力といっ
たものは文学作品の形で表現するのが最も自然である。
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　エドワード・ミヤカワは1934年生れの，長い間作家であることを願って
来た建築家である。この「トゥール・レーク」は彼の積年の夢を叶えた処
女作である。この作品にかける彼の気塊は並々ならぬもので，西海岸の大
都市での自分の建築家としての成功を拗って，オレゴン・コーストのひな
びた港町ウォルド・ポートに移り住んでこの作品の完成に没頭した。彼と
トゥール・レーク収容所の掛り合いは，第2次大戦勃発当時カリフォルニ
ア州サクラメントに住んでいた彼の一家が，この収容所に収容されたこと
に始まる。彼の一家はここで3年余りを過した。彼はこの間小学校の2，
3，4年生だったわけで，最も多感な少年時代の一時期をこの収容所で過
すことになった。彼の目にはよく解らないまま様々な出来事が起り，通り
過ぎていった。後年になって，彼がこの収容所で子供心に見聞したことの
実体は何であったのか明確にしたい強い欲求が生まれたのは当然のことで
ある。その為にはいろいろ必要な資料も集め，自分の記憶を再確認，補足
するための労もいとわず多くの関係者にも会っている。このようにして機
が熟して生れてきたのがこの小説である。だが，その上にどうしてもミヤ
カワがこの小説を書きたかったもう一つの動機がある。筆者が単刀直入に，
この小説を書きたかった動機をミヤカワにたつねた時に「キャンプ収容さ
れたことで受けた日系人の被害があまりに大きかったから。」と答えてく
れた。この時彼の念頭にあったのは特に彼の父のことであったろう。彼の
父は，当時の日系アメリカ人社会では珍らしいハーバード出身の成功した
実業家で，周囲の尊敬を一身に集めていた。しかし収容所での三年間で彼
の事業の受けた打撃はあまりにも大きく，収容所を出た後では，自分の事
業を収容以前の状態に立て直すことはできなかった。ミヤカワが子供の時
から非常に尊敬していた父だけに，失意の父を見ることは，彼には耐えが
たい苦痛であったろう。まして収容所収容以前はそれぞれ一家をなしてい
た人が，その年齢的な関係もあって収容所に収容されたことでこうむった
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仕事上の打撃から立ち直れなかった例は，彼の父だけでなく周囲に充満し
ていた。彼らは人生そのものを収容所で失なったのである。ミヤカワはこ
の人達のためにもど．うしてもトゥール・レーク収容所のことを書き残して
置きたかったのである。ただこれはミヤカワがトゥール・レーク収容所を
どうしても取り上げなければいけない外的な理由である。それでは彼にそ
の収容所をどうしても問題にしなければならない内的理由とは何であった
ろうか。それは，第一には彼の不正を許さぬ“道義心”であり，第二には，
それと表裏一体であるが“調和を求める心”である。人が道義心に基づい
て節度ある行動を取れば，そこには一つの美しい調和が生れる。ところで，
ミヤカワがロ系人の収容政策に激怒するのは，それが道義上どうしても許
せぬアメリカの日系人に対して取った行為であったからである。彼は筆者
宛の手紙でそれを犯罪とまで断じている。
　In　1942，　the　United　States　government　co孤mited　a　crime　against　the
Japanese　American　people．　No　amount　of　rationalization　or　excuses　of
extelluating　circumstances　can　change　the　fact　that　American　set　aside
its　democratic　ideals　and　blatantly　violated　the　rights　of　Japanese
Americans－citizens　and　aliens．　If　we　are　to　believe　in　Due　Process　of
Law，　if　we　are　to　believe　the　Bill　of　Rights，　if　we　are　to　believe　that　a
person　is　innocent　until　proven　guilty，　then　indeed　the　United　States
government　must　be　held　culpable　for　sellding　115，0000f　us　illto　con－
centfation　camPS．
　アメリカの犯罪を断ずるのに，その法的根拠に依っているのは，いかに
も道理を重んじるミヤカワらしい。その他ミヤカワが道義的に許せない日
系人収容政策は枚挙にいとまがない。自分達の都合のみを前提とし，日系
人がどんなに苦しまなけれぽならないか考慮にも入れない「忠誠登録」の
問題はその最たるものであるが，それについては後で述べる。猫の眼のよ
うに変る無責任な収容所当局の収容政策もそうであった。
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　しかしミヤカワのこのような道義心は，アメリカ政府及び収容所当局の
みに向けられているのではない。同じ厳しさでもって日系人収容者にも向
けられている。特に口本の実体もよく解らないで，日本をやたらに賛美し
無責任に同胞にアメリカ市民権を放棄させ日本への忠誠を誓わせようとす
る狂信的な親日派を許すことができない。一体にミヤカワは軽挙妄動を戒
め熱狂を嫌う。全て節度あるものへの敵だからである。この小説で主人公
の“пhは，少年ウオジローがアツミ老人を犬の鳴き声を出して犬，犬と
はやしたてているのをこう戒める。
　“Well，　you’d　better　think　about　it　carefully．　And　it　would　be　best　if
you　stoPPed　barking　at　anyone　and　encourage　the　other　children　to
stop　too．’，
　‘‘How　come，　Ben？”
　“Sometimes　things　go　wrong　and　nobody　seems　to　know　why　or　how
to　make　them　right．　If　we　want　to　make　it　right，　the　only　way　to　start
is　by　not　taking　part　in　actions　that　are　wrong．　Like　barking　at　an
old　man　and　spreading　lies　and　rumors　about　people．　Do　you　under－
stand？”
　‘‘Kinda……”
　ミヤカワがこのように道義心を重んじ，きびしく節度ある行動を求める
のは，調和のとれた人間関係や人間社会を彼が強く求めているからである。
そこにはお互同志に信頼が生まれ，謙虚な中に和やかな雰囲気が生まれる。
彼はいつも人間関係にも人間社会にもこのような調和を求めている。そし
てその様な調和は人間の拠って立つぺぎ生活規範にまで高められなければ
ならない。これが第二の「調和を求める心」である。この彼の「調和を求
める心」には，はっきりした裏ずけがある。それはサクラメントの口本人
町であり，彼の育った家庭であった。そこには調和があり，拠って：立つべ
き規範があった。、ミヤカワは『トゥール・レーク』の主人公“私’の口を
6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『トウーノレ・レーク』論
借りて，場所は日本ということにして，我が家を次のように述べている。
　During　the　years　in　Japan，　I　leamed　who　I　was，　what　I　was　supposed
to　be　and　how　I　would　uphold　what　I　was　taught　to　l）e　truth　and
honor，　I　retreat　to　these　early　memories．　Around　the　table　I　see　the
faces　of　my　adopted　family，　feet　inserted　in　a　square　hole　ill　the　floor
where　there　is　a　hibachi　for　warmth．　Always　it　is　the　same……my
exercise　in　faith．
　このような規律のある相互の信頼関係のしっかり確立した家庭に育った
ミヤカワがトゥールレーク収容所で見たものは何だったろうか。詳しくは．
後で述べるが，彼の「調和を求める心」からはほど遠い混乱しかそこには
なかった。彼はどうしてもその混乱が何であったか跡づけて見ない分には
ゆかない。
　ミヤカワはトゥール・レーク収容所を述べるに当って，実に冷静にそれ
を行っている。彼の日系人強制収容の不当性を責める気持は誰よりも強い
が，その不当性を責めたければ冷静にトゥール・レーク収容所で起ったこ
とを語ればよいのである。事実がそれ自体収容所の不当性を余すところな
く語ってくれる。そしてミヤカワの目的がトゥール・レーク収容所の全貌
を語ることにあるとすれぽ，登場人物も又そのために選ばれる。当然必要
なのは，当局老側を代表する登場人物であり，又日系人側の三つのグルー
プを代表する登場人物である。又一世代表であり，二世代表である。そし
てそれらの立場に立つ登場人物を，彼らの意見の食い違いが明確になるよ
う，トゥール・レーク収容所で実際に起った事件と組み合せて，その歴史を
語ってゆく。立場の違いが事件を引ぎ起すのだから弓場人物がその事件で
述べる言葉はそれぞれに迫力がある。そして彼らの言葉は良く調べられた
資料とミヤカワ自身の体験に裏打ちされていてそれぞれに重みがある。た
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だ，このような公の場での登場人物のやり取りはどうしても図式的になり
勝ちであるが，そこで言い表せなかった微妙な含みや私的な感情は“私”と
父，母，弟の間の会話で，あるいは“私”と友人との間の会話で処理される。
従ってこの作品全体が小説の型を借りたドキュメンタリーの色合いが強い。
ただ普通のドキュメンタリーを読む以上に，不思議な程トゥール・レーク
収容所の全体像が実感を伴りて浮かび上って来るのは，登場人物にそれだ
け血の通った個性を与えることに成功しているからである。登場人物は，
ミヤカワのトゥール・レークで起き’たある事件に対する評価を，それぞれ
の立場から引き立たせる役割をはたしており，事件そのものに立体感を与
えることに成功している。読者はその立体感のある事件の連続の中にトゥ
ール・レーク収容所の実体を感じることができる。それと共に見逃してな
らないのは，事実を冷静に客観的に述べながらも，その押えられたトーン
の下を脈打ち「日系人を強制収容したのは犯罪である」とする彼の“怒り”
である。その“怒り”がミヤカワにトゥール・レーク収容所を写し出すは
っきりした視点を与えている。そのような視点に立って，トゥール・レー
ク収容所で起った事件を取捨選択し，又選択した事件に解釈を与えれば，
そこから生れて来る物は“明解さ”と“力強さ”である。これらが彼の作
品をいわゆるドキュメンタリーと違った格調の高いものにしている。以下
は，ミヤカワについて色々論じたことを，彼の作品にそって見てゆぎたい。
　この小説はサクラメントの日本人町から始まる。主人公の“私”（ベン
・セソザキ）は，ハーバード出身の法律家である。父は日本人町の会長
で，薬局と新聞社を経営している。母は日本的なしとやかさをそなえた，
琴や茶道にたしなみのある優雅な夫人である。弟ゴーデーは，南カリフォ
ルニア大学の学生である。この様な構成のセンザキ家は，父の日本人町で
の立場，兄弟の高学歴，洗練された母の姿などから実在したミヤカワ家を
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モデルにしたものであろう。この“私”の父母に，母の従兄であるカゲヤ
マの母，及父の親友で楽器店を経営するアツミを組み合ぜて，一世の日本
人町での様子を伝えている。そして“私”とゴーデーを中心に，通称トマ
トことトミタ，アソー，ゴトウといった二世ρ友人達を配することで，こ
の町での二世の生活振りや考えを伝えている。ミヤカワは一世達を次のよ
うに描いている。いつも望郷の想いにかられ，十分なたくわえができたら
いっかは日本に帰ることを夢見ている。しかし現実に日々の暮しがあり，
その中で一歩一歩アメリカでの生活にふみ込んで，今はぬきさしならない
ものになり帰国などは考えられなくなっている。といって言葉のハンディ
もあり，いまさら白人社会に入り込むこともできない。望郷の想いを，日
本の風物や生活様式をそのまま持ち込んだアメリカの中の日本人町を作る
ことでまぎらわそうとしている人達である。彼らの特長は何といっても勤
勉で，工夫する才覚があり，白人の農夫では手におえない荒地を立派な農
地に変え，白人では利潤を上げられなかった商売でも立派なビジネスに変
えていく。白人には驚異を越えた脅威の存在であった。彼らの楽しみは，
機会あるごとに仏教会に集っては，日本での楽しかった子供時代の想い出
を語り，アメリカに渡ってからの苦労談や成功談に花を咲かすことであっ
た。全体に相互扶助の精神に富み，きわめて密接的な人間関係にあった。
二世は，自分達の育ったこの環境に愛着を持ちながらも，もっと広いアメ
リカ社会に出て行くことを強く願っている。たとえばアツミの娘アリス
は，日系人の子供達にピアノを教えているが，どうしてもこの町を抜け出
して，もっと本格的にピアノの勉強をしたいと望んでいる。天皇を敬い，
昔話しに涙を流し苦労談をしてはお説教をし，日本に帰国するといいなが
らいつまでも帰らない一世は二世仲間のジョークの対象にこそなれ，よく
理解することができない。言葉に不自由のない二世は，とにかくこの特殊
と彼らに思える一世の作った閉鎖社会から抜け出したかった。ミヤカワは
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両者の関係をこうしめくくっている。
　The　first　generation　Issei　have　maintained　a　stable　and　coherent　com－
munity　in　the　face　of　severe　racial　discrimination．
　The　Msei，　who　are　young　and　impatient，　iive　with　the　ways　of　the
Issei，　but　they　want　to　break　away　and　become　fully　American．
　さらに一世は色々に描写されている。たとえば父はなかなか感情を表面
に現わさない，冷静沈着な紳士であり，どこかに武士の面影がある。母は
日本での花見の想い出をいつくしむが，花を惜しみつつ，この世にはどう
にも仕方のないこともあると受け入れる，もののあわれを知る人である。
収容所への出発の間際まで，もう二度と聞けないかも知れない琴の名曲の
レコード演奏を，床の間にかけた水墨画にじっと見入りながら耳を傾ける。
歯科医のオノは，患者の口を見て「ゴミ箱のように汚たない」と平気での
のしる口の悪い人物だが，実は日系の日雇労働者を無料で診察してやって
いる。ここには古き良き時代の名残りを残す人達の姿がある。通りには，
床机に腰をおろして，浴衣がけでゆっくりとうちわを使うアツミの姿が見
受けられる。彼の座っている後の窓から，ワソ・トゥー・スリーと子供達
にピアノの練習をつけるアツミの娘アリスの声も聞こえてくる。ここには
明治の日本の町通りの再現がある。そしてそこで話される話しは，所持金
を使いはたしてやっとアメリカにたどりついた一世が，おにぎりに入って
いた梅干のたねを右左と交互にほほの中をころがしながら空腹に耐えて働
らいた話しである。見合いもできないで写真一枚で結婚を決めて来た写真
花嫁が，アメリカにつく間もなく次の日は3時起きで，農園で働く人々の
朝食の仕たくをしたそのすぐ後で畠仕事に従事しなけれぽならなかった話
しとか，アジア人の入植禁止法案が通過してついに写真花嫁さえも迎えら
れなくなって，四十を過ぎても独身を通さなければならない男達の話しも
ある。この様な話しが行きかう中に，しみじみとした日本町の雰囲気がう
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かがえる。
　ミヤカワはまずこの様な第二次大戦勃発当時の日本人町を写し出し，そ
れに続いて日系要人のF．B．1による逮捕と，日系人全員収容所収容の
噂さが現実となっていく過程を述べている。日系要人の逮捕では，誰が逮
捕され誰が逮捕されなかったかで，いかに人々が疑心暗鬼になるかを描い
ている。逮捕をまぬがれた要人（“私”の父もその一人である）には，仲
間を売ったとか，賄賂を使ったとかあらぬ噂さが立つ。すぐに続いて来る
収容所生活での“犬”狩りの前兆がすでにここにもあった。それと過敏す
ぎるために却って群衆心理に乗って根も葉もないことを信じやすい日系人
（日本人）の国民性も描いている。
　日系人収容所収容の理由に関しては，トーラソ公聴会に，“私”と父と
ゴーデーとトミタが出席する一章をもうけて説明している。ここで収容所
収容政策に関するアメリカ側の主張と日系人面の主張の違いを明解に示そ
うとしている。トーラソ公聴会に於けるアメリカ側の，当時あった典型的
な主張を，公聴者である上院議員の口を借りる形で次のように述べている。
く1）カリフォルニア州にある軍事基地や軍事工場が日系人の土地に囲まれて
いるのはおかしい。日系人は誰がアメリカに忠誠であり誰がそうでないか
は解らないから，皆キャンプに入ってもらう。（2）日系人には破壊分子的傾
向があり，日本のパール・ハーバー奇襲の時にハワイの日系人が道路標識
をかくすなどして住民を混乱に落し入れ，日本軍に協力しようとした。そ
れに対して“私”やトミタやゴーデーの反論はこうである。（1旧島人が意
識的に軍事工場や基地の周辺を買った事実はない。もし破壊活動を行なう
なら・そん観えす・・た働はとらな…日系人の号以上はア・・庵れ
で，アメリカで育ちアメリカを愛している。一世はかなり高齢に達してお
り，彼らを危険視するのはおかしい。移民の国であるアメリカで，日系人
も他の移民と変らない扱いを受ける権利がある。ちゃんと法手続をふんだ
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のならまだしも，西部地区防衛司令官の要請があったと言うだけで我々を
収容所に送ろうとするのはおかしい。②ハワイの例は全くのデマであり信
じられない。何の証拠もない。我々が破壊分子だというのも同じくデマで，
反日的傾向を持つ人達が新聞やラジオの力を借りて作り上げた風潮で，我
々はむしろその犠牲老である。新聞やラジオが我々を敵性国民と言いふら
すまでは何の事件も起っていないではないか。このようなやりとりが交さ
れるが，結局はアメリカ国内に於ける日系人への信用度の問題である。い
くら彼らの疑いを筋を通して反論しても，その主張をその通りに受け取っ
てもらえなければどうにもならない。アメリカの世論は，パール・ハーバ
ーの攻撃によって，かねてから根強く主張されていた黄禍論も手伝って，
日系人を完全な敵性国民としてしまったのである。もう日系人が何を言っ
ても取り合ってもらえなかった。このアメリカ人の態度を，逆に許し難い
偏見として徹底的に憎んだ二世がいたのは当然のことであった。彼らには
自分達はアメリカ人だという自負がある。自由と平等を旗じるしにするア
メリカの民主主義に大きな期待を寄せた彼らに，市民権が保証された彼ら
の人格がパール・ハーバーで失われるとは考えられないことであった。い
ろいろな考えを持つ移民から成り立つアメリカでは，公平を求めるため法
律が特に重視される。その権威ある法によって保障された市民権をいとも
簡単に無視して敵性国民と言うレッテルを平気で張りつける。後はもう日
系人は，差別されるためだけの存在であった。当初から市民権を持たず何
かと人種的差別を受けて来た一世は，比較的あきらめに近い形でこの侮辱
に耐えることができた。しかし，市民権を持つアメリカ人として白人と対
等だと信じて来た二世にこそこの侮辱は許せないものだった。ただこの侮
辱に対して二世の反応は様々であった。法律家である“私”は，このよう
な侮辱は断固としてその非を追求すべきものであった。しかし弟ゴーデー
の立場になると異ってくる。叔父カゲヤマは日系人のキャンプ収容を「我
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々はアメリカ市民であり，我々が我々の将来を決める権利がある。」と公
聴会で主張して，日系人のキャンプ収容を既定の事実とするカリフォルニ
ア州知事に反論した。その叔父上ゲヤマを擁護する“私”とゴーデーとの
間に次のような問答がくりひろげられる。
　Gordie　ignores　yuji’s　joke．“We’re　not　free　and　never　will　be　if　we　do
the　wrong　thing　now．　That　means　if　we　have　to　go　coopeτatively　to
camps，　then　I，m　willing．　Just　so　when　this　whole　business　of　war　is　over
they　won，t　be　able　to　loQk　back　to，42　and　say，‘See，　yQu　couldn，t　tmst，em
then　either’”．
　“So　you’111et　tレem　t血ink　Kageyama　and　any　of　us　who　speak　our
minds　can’t　be　trusted”，　I　say．
　“Ihave　to　do　what　I　think　will　make　me　a　free　ma∬”，　Gordie　answers，
the　flush　fading．
　“From　behind　barbed　wire？All　Kageyama　ever　said　was　that　if　we
protested　against　this　whole　thing，　we　might　not　be　going　to　camps”．
　‘‘Look”，　he　answeτs　with　a　hand　outstτeched，“it，s　already　been　decid．
ed”．
　二人の立場の相違は，少年時代日本で教育を受け名誉を重んじることを
教えられた“私”と，ずっとアメリカで教育を受けて実利主義の影響を受
けたゴーデーの差であるとも言える。ただ，ゴーデーの場合その根底にい
かにアメリカに深く信を置いているかを見落してはならない。帰郷二世で
ある“私”の，ゴーデーから受ける印象は，彼の目が親しみとちょっとした
いたずらっぽさに満ちあふれていて，公の場でも何のちゅうちょもなく人
と接して行けるフランクさだが，これはまぎれもなくアメリカ人の持つ特
徴である。アメリカが彼をどう不当に取り扱おうと，その不利をはね返し
てアメリカの社会に受け入れられることしか彼の念頭にはないのである。
収容所収容に関して二人の意見の相異は，二世の中にもその問題に対して
二つの異なった流れがあったことを意味する。この二つの異なった流れが
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後にトゥール・レーク収容所で，二世を，前述した第一グループと第ニグ
ループに分けることになる。
　ミヤカワは，収容所収容間近の日本人町にある撞球場でのトミタのふざ
けた動作を述べているが，その持つ意味は象徴的である。撞球場の中には，
白人の警官が二人の東洋人を指さしているポスターが張ってある。それは
中国人と敵性国民日本人をどう見わけるかしるしたものであった。出っ歯
でたれ目でなで肩の日本人が，そこには誇張して描かれている。トミタは
皆の前で大げさにそれらの特徴を作ってまねてみせる。外見上は全く日本
人である彼がその真似をすると，そこには似ても似つかぬ日本人ができ上
る。同様にれっきとしたアメリカ人である彼が，出っ歯やたれ目と同じ敵
性国民というレッテルを張られると，アメリカ人でなくなってしまう。ど
のように抗議しても，収容所収容は日系人のあっかり知らぬ所でどんどん
進められて行く。やり切れない気持は悪ふざけでもしてまぎらわすより仕
方がなかった。何もなすすべもないまま，救われない気持で日系人はキャ
ンプへ収容されていった。
　トゥール・レ・一ク収容所の生活を描写するに当っても，ミヤカワの関心
は収容者の私生活を述べるよりは，収容所当局と収容者及び収容者同志の
対立に重点を置いている。「収容所とは何であったか」真正面からその答
えを求めるミヤカワは，収容所で起った出来事を立場の違う登場人物に論
じさせることで，その持つ意味を掘り下げて見ようとしている。
　収容所当局の当初の方針は，この収容所は強制収容所ではなく，隔離収
容所であると言うことであった。当局には，同系人種を一ヶ所に集めて共
同生活する一大社会学的実験といった意気ごみもあった。収容所の住民は
皆その共同生活で何らかの役割をはたすことを求められた。　“私”は当局
の通訳として，当局と一世と二世の橋渡しをする。父は実業家であった経
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験を生かして売店の経営にあたる。ゴーデーは収容所の新聞発行に協力
し，J．　A．　C．　L（Japanese　American　Citizens　Leagueの略。アメリカ
の日系人収容政策に協力的な団体）の活動に奔走する。トミタやゴトウは
消防士の訓練を受ける。収容所のバラックは日本人町の住宅の比ではなか
ったが，逆境になれた一世と二世の協力でたちまちポーチができたり，溶
岩の石庭ができたりした。椅子，テーブル，カーテンなどもそれぞれあり
含せのものを工夫して作られた。食堂，洗濯場，トイレは皆共同で，何棟
かのバラックがまとめて使用した。この様な共同生活は慣れてくるとあま
り不自由を感じなくなる。むしろ余暇のできた婦人達は，自分の趣味に打
込む時間さえ持つようになる。年配者の中には，白人の暴力を恐れて暮す
必要もなくなってほっとしている人達もいる。もちろん反面画一灼な生活
がもたらす悪さも描かれており，住民がだらしなく無気力になっていく様
も述べられる。皆が怒りっぽくなり，その怒りをぶちまけるための犠牲者
を求めるようになる。子供はこの大人の気持を受けついでだらしなく遊び
廻り，残虐ないたずらを平気でするようになる。“私”の酵に，子供を育
てる環境ではないと嘆かせる。
　この収容所でまず問題になるのは，収容所当局と収容者の収容政策に関
する意見の違いである。トゥール・レーク収容所設立当時の当局者の顔ぶ
れは日系人に多くの知己を持つ社会学者とか，日系人のキャソブ収容を違
法と考える若い弁護士とか，日系人の収容生活を極力助けたい信仰心の強
い担当官とかであった。彼らの認識では，この収容所は強制収容所ではな
くたまたま日系人を再配置した隔離収容所であり，収容所の生活は収容者
の今までの生活の代替になるものでなければならないとした。そして収容
所は，いずれ来る収容者のアメリカ各地への帰還にそなえる為の一時的避
難所であるとした。アメリカ国内に充満する日系人非難を乗り切り，一日
も早い各地への帰還を計る為にも，統制のとれた収容所を組織したいとし
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た。これに対する収容者側の批判は，当局の収容所への理念がうんぬんと
いう以前の問題で，とてもそんな事は信じられないという事である。現実
にあるのはバラック暮しであり，手紙の検閲，粗末な食事，生活物資の不
足，仕事：不足であった。帰還の問題にしても，そう簡単に日系人に対する
国民感情が好転するとは思えなかった。それ以上に注目しなければならな
い日系人の反応は，徹底した白人への不信感である。これは日本からの移
民が始まっていらい白人との差別によって培われてきた根強い不信感であ
った。僧のトガサキは次のような表現でその不信を表明する。
Many　Hakulins　are　getting　rich　while　we　are　talking　with　them　over
conferellce　table．
　話し会って解決しようという白人の姿勢は，一見良心的に見えるが，お
うおうにして彼らの都合の悪いことへの引き延し作戦であり，又話し合っ
たことにして結局彼らの都合のいい方に持っていく。白人を信用の置けな
いうそつきとする感覚は当時の日系人には強かった。これは白人が友情の
手をさしのべてち容易にそれに乗らない現在の黒人の態度とよく似ている。
この収容所を設置するに当っての当局者の理念も，又甘い題目をとなえて
我々をあざむく常套手段と収容者に写ったのはいた仕方のないことであっ
た。又両者の当局と収容者という立場の違いも，その関係を悪化させざる
を得なかった。収容者に取っては生活改善が第一であり，次から次と要求
を出したが，当局は戦時下でただでさえ物資のない時代であり，周囲の日
系人に対する厳しい目もあり容易にその要求には答えられなかった。
　それでもやや小康状態にあったこの収容所で，当局と収容者の決定的対
立関係をもたらしたものは「忠誠登録」の問題であった。忠誠登録は54条
からなる調査表であるが，特に問題になったのは次の二項目（27条と28
条）である。
　16
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『トクール・レーク』論
　Question　27：Are　you　wi！1ing　to　serve　in　the　armed　forces　of　the　United
Stats　on　combat　duty，　wherever　ordered？
　Question　28：Will　you　swear　unqualified　allegiance　to　the　United　States
of　America　and　faithfuHy　defend　the　United　States　from　any　or　all　attack
by　foreign　or　domestic　forces，　and　forswear　any　form　of　allegiance　or
obedience　to　the　Japanese　Emperor，　or　any　other　foreign　government，
power　or　OrganizatiOn？
　アメリカ政府はこれを二つの目約で行なった。徴兵に応じ（27条），ア
メリカに忠誠を誓う（28条）イエス・イエス・グループと，そうでないノ
ー・ mー・グループとを分けて収容所の管理上の合理化を計ろうとしたの
が第一点である。第二点は，市民権のある日系人を実際徴兵するさいの目
安とすることであった。当然収容所当局は，収容者を一日も早くアメリカ
全上に帰すためにも，日系人部隊を作ってアメリカに忠誠を示してほしい
と収容者に呼びかけて来る。これに対する収容者の反応は様々であった。
ゴーデーのように，自分はアメリカ人であり，どのような扱いを受けよう
とアメリカに忠誠をつくすことで身の明かしを立て社会復帰を願う大多数
の二世グループにはこの登録は問題なかった。又日本の第2次大戦の勝利
を信じ，勝利の日迄身を持し祖国を裏切るまいとする何人かの一世や，そ
の強い影響を受けた二世達にとってもこの登録は問題なかった。しかしこ
の登録を単にイエス・ノーで答えられる単純な問題としてとらえられない
人達には，困惑を越えて怒りがあった。“私”はその典型である。登録す
る事自体を拒否して，収容所で通訳の仕事を失わなければならない。彼を
惜しむ当局者に「君には，人柄からも仕事振りからもアメリカに忠誠を誓
えない雰囲気はちっともない。どうして忠載登録をしないのか。」と聞か
れて，彼は次の様に答える。
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　“lt’s　a　matter　of　conscience”Ianswer．“I　cannot　condone　something
Iknow　is　wrong”．
　そして，後には営倉で彼を訊問するグリブイソ大佐の，同じ性質の問に
対しては次のように答えている。
　“Nothing　was　done　through　legitimate廊脚。7α”‘channels。　We　have
been　falsely　accused；given　a　trial　by　public　opinion；given　mock　hear．
ings　by　kangaroo　courts；fo岨d　guilty　by　military　tribunals．　And　you
ask　me　why　I　have　chosen　to　refuse　registration．　In　my　opinion　the
registration　is　one　more　civil　outrage　forced　upon　Japanese－Americans’，．
　いわれのない偏見から，人民裁判を受けリンチに近い形で強制収容され
て，なおアメリカに忠誠を誓えといわれても“私”には当然良心がそれを
許さなかった。そこには“私”に代表されるアメリカへの大きな失望があ
る。一一世も＝二世も自由と平等を標志するこの国の未来にかげていたのであ
り，又二世はそのように教育を受けてきた。ところが一部の白人の利害とデ
マに基く偏見が第2次大戦を利用して大きく波に乗って世論にまで押し拡
げられてしまった。そしてその世論に都合の良い論理だけで日系人は敵性
国民というレッテルを張られたのである。このような事態では，法の適用が
最も事態を客観的に裁くことができる。日系人が合法のヒで強制収容され
たのなら，法に従う義務のあるアメリカ国民あるいは在住者として，仕方の
ないことである。しかしその法的手続も，日系人の意見を無視した一方灼
で簡略なものであった。もっぱら軍事上の問題として，軍事法廷でこの問
題が裁かれたのもおかしなことであった。特にどちらとも決めかねる忠誠
登録に，無理やりイエスかノーかを強制することは明らかなノ＼権偏害であ
る。同じアメリカ国民でありながら，一方が他方に忠誠かどうか問うのも
当を失している一一方はそれを問われることがないのだから。このよう
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に法律上も道義上も忠誠登録を許せないものとして，当時の日本の全体主
義を嫌悪しながらも，ノー・ノーと答えた人達があったのである。これら
の登場人物にノー・ノーと言わせる時，そこには人間としての道義を尊ぶ
作者ミヤカワの怒りの声が重なっている。
　しかしミヤカワは道義上からのみ忠誠登録の問題を取り上げているので
はない。忠誠登録は収容者の再編成を狙いとしたものであったから，答え
方によっては一身上重大な変化をもたらす可能性があったからである。
“私”の父と母はイエス・イエス登録をするが∫そうしないと一世の中で
影響力のある人物と見なされていた父が別の収容所に移される恐れがあっ
た為である。逆にゴトウは両親がこちこちの親日派であるために，自分の
考えはそうでもないのだが，一緒に暮すためにノー・ノー・ボーイにな
る。年老いた両親と幼い弟妹を持つアソーは徴兵をさけるためノー・ノー
と答えざるを得ない。それに加えて収容所内に流れるイエス・イエス登録
は，祖国日本への許しがたい裏切だとする空気が収容者（特に一世）に重
圧をかけた。収容者の心は様々に乱れた。その気持をこの作品では次のよ
うに述べている。
　We　have　become　two　people　now：if　we　register　loya1，　we　are“lnu”
to　fellow　Japanese；if　we　register　disloyai，　we　are“anti　American”to
WRA　and　the　public．　We　are　forced　to　decide　by　a　registration　we　do
not　understand．
　ストーリーは収容所当局への反抗と忠誠登録を軸に展開していく。“私”
の家族では，ゴーデーが闇打ちに会うが，それはゴーデーがJ．A．　C．　し
のこの収容所でのリーダーだったからであり，忠誠登録や収容所当局にも
積極的に協力したからである。秋の収穫シーズンを前に，食生活と労働条
件改善のストライキが起る。そこで当局との折衝が開かれる。そこへ忠誠
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登録の問題が起り，それをどう扱うかで又当局との対立が起る。さらに忠
誠登録を受けて，日系人部隊に加入を勧誘に来た白人将校が，忠誠登録を
怒る二世に「何故日系人だけで部隊を組織させるのか」といった，もろも
ろの質問を受けて立往生する事件が起る。それに反発する親米点の二世が
反米派の二世と乱闘さわぎを引き起す。又ある朝は農場へ出かけるトラッ
クの運転手ホッタが，急に収容所の方針転換で身分証明書の提示を求めら
れ，衛兵と悶着を起し銃剣で刺されそうになる。群衆の中から間一髪で
“私”が飛び出し，衛兵に頭突を加えることで生命に事なぎを得る。しか
し“私”はそのため逮捕され営倉に入れられる。このような公私の一連の
事件を通して，“私”は当局と絶えず接する立場になるのだが，当局側の
収容政策が大きく変換するのを感じる。当局は，日系人の反発の根本理由
がわからないまま，管理強化政策に出て不平分子や煽動者の逮捕を始め
る。当然当局の管理政策が強まれば強まる程，収容者の反発も強まって行
く。このような当局の収容所管理策の強化をめぐって，収容者を代表する
グループもその対応の仕方から二つのグループに分れて行った。一つは
“私”や叔父のカゲヤマに代表されるもので（前述の第ニグループ），他は
僧のトガサキ・やホンダに代表されるもの（前述の第三グループ）であった。
二つのグループ共に白人に対する不信感は強い。ただ，カゲヤマは，現状
認識として，収容所当局との折衝を牛耳れる程収容者が一致団結している
とは考えない。それまでは当局との妥協が必要だと考える。いずれ足並が
そろったら収容者ペースで事をはこぼうとする。トガサキは，当局に対し
て要求あるのみで一切の妥協を拒絶する。そして要求が受け入れられない
時は，暴力やストライキなどあらゆる手段を使って要求を貫徹しようとす
る。僧トガサキはハワイ生れで，日本で教育を受けた帰寂二世として書か
れている。彼がここまで当局に対して強気になれるのは，心の寄り所とし
て日本があり，日本の国家主義への信奉があったからである。ただ彼がこ
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こ迄一方的に国家主義を信奉するようになるのは，日系人として差別され
た怨念ともいうべきものであろう。今収容所という白人に対する怨嵯の声
のうず巻く中で，彼は仲間を組織して思う存分に白人に過去の恨みをたた
きつけることができた。これに対してカゲヤマが，白人に反抗するのは，
アメリカの標榜する自由と平等の原理を白人に打ち破られたからである。
収容所にアメリカ人である日系人を収容するなど，人を人と思わない扱い
である。たとえ我が身はどうなろうとも，彼らにその非を認めさせるまで
は一歩も引かない，というのがカゲヤマの立場であった。彼は収容所内で
の自分の立場を次のように述べている。
　When　you　are　young，　there　is　a　lot　worth　gambling　for．　But　for　older
people　who　have　had　their　homes　and　land　and　communities　taken　away，
there　is　nothing　left　to　lose　but　self－respect．　Without　se生f－respect，　I　am
nothing．
　カゲヤマは収容所の日系人が皆白人に対して自尊心を持ち，堂々と要求
すべきことはして拒絶すべきことは拒絶する，白人と対等の関係を収容所
内に出現させることを望んでいた。この二つのグループの対立は当局との
交渉の際にもいろいろ現れて来るのは当然だが，特に“犬”と称して他の
収容者を襲撃することで意見が大きく食い違う。カゲヤマや“私”に取っ
てはもっとも軽蔑すべき卑劣な手段であったが，トガサキやホンダには本
人の非を悟らせる有効な手段であった。
　トゥール・レーク収容所の収容者代表として“私”やカゲヤマのグルー
プが，当初は僅少差ながらトガサキやホンダのグループを抑えていた。当
局は代表として出てくる七人の収容者の内“私”やカゲヤマを含めて四人
がノー・ノーであることを理由に代表として認めようとはしない。それだ
けではなく，持出す問題がいつも当局に取っては具合の悪いものぽかりだ
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けに，　“私”やカゲヤマは当局からトラブルメーカーとして見られるよう
になる。そして，主導権を狙うホンダやトガサキの陰謀にかかって，彼ら
の指示で衛兵を襲った若者達を，“私”やカゲヤマが煽動したかの様に罪
を着せられて，営倉に入れられることになる。
　“私”とカゲヤマはトラブルメーカーとしてほぼ一年間営倉に入れられ
る。小説の後半の大部分が営倉での暮しに当られるのは，ミヤカワの，人
間が極限状態でどうなるかへの興味である。彼は道義にかなった調和のと
れた人間社会を理想としている。その際はたして人間はどの位窺地に追い
込まれても道義心を維持していられるものであろうか。その維持できる程
度によって理想の人間社会の枠組を考えてみたいのである。
　収容所内の営倉といっても収容所でのバラック生活とそう変るものでな
かった。もともと収容所自体が一種の営倉でもある。営倉の生活を支配し
てくるものは無気力と怠惰であった。食べて寝るだけの生活だが，同室の
友人すらその存在がわずらわしくなる。彼らの一挙手一投足が気になり始
める。そしてつまらないことですぐ怒るようになる。時間をつぶすのは，
ぶらぶら歩きをするか想い出話しをするか位である。いかに無気力になる
かといえば，“私”が営倉内の独房に入れられるのは，ある朝点呼を取ら
れてどうしても返事をしなかったからである。“私”が返事をしないのは
周囲の状況から“反抗”とはとれない。返事をするのもおっくうな感じで
ある。コダマも，ある洞癌と同じ気分でどうしても返事をしないが，銃で
なぐられると急に目がさめたように暴れだす。友人の存在すらわずらわし
くなる様子は，　“私”があれだけ親しい同志である叔父のカゲヤマと会っ
ても，お互に顔をそむけ意識して口をきかなくなる様子に示されている。
お互によく知り合っているだけにそれだけ話すのがわずらわしくなるのだ
ろう。なんでもないことに異様な反応を示すようになる例は，ムラタニと
ホリエの冗談に対する反応である。冗談はこうである。白人から命令され
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て何でもやってのけた日本人が，最後に皮膚の色を白く変えろといわれて
苦心さんたんありとあらφる色に変わったがとうとう白には変れなかった。
二人はこの冗談に床の上を転げまわってヒステリックに笑い続ける。その
彼らの態度への“私”の反応も又すさまじい。彼らのふくらんだどてっ腹
に穴をあけてやりたいと思う。そしていきなり外から斧を持ってぎてホリ
エのサイド・テーブルの足をたたき切ってしまう。この後“私”に飛びか
かって来たホリエが，“私”に身をかわされて強く柱で頭を打つと急にお
となしくなって，しみじみと自分の身の上話しをしたりする。皆気持の転
換が異常に急激である。営倉の中で話される拘留者のいろいろな想い出話
とか，過去の体験談とかは，いろいろな層の日系人の生活を良く表してお
り，日系人の生活を知る上でよい手掛りになるものばかりである。ただ，
ここでも拘留者の中で，トゥール・レーク収容所の政治的な話題が出て来
て，時々不穏な空気を生む。ホリエが身の上話しで，彼がドラッグ・スト
アーに勤めていた時歯ブラシや化粧品などくすねて若い女性に贈り，彼女
からもてた話しをすると，ヒウラがこそ泥だとひやかす。それに対してホ
リエは，白人からは盗んでも，同じ仲間の日本人から盗むようなことはし
ないと言う。ヒウラの父が“私”の父同様売店に関係して仲間の日系人に
物を売って利益を上げていることを皮肉ったのである。「もし売店がなか
ったらチョコレートもキャンデーも何も買えないじゃないか。」というヒ
ウラの反問に，ホリエは「収容所にいてそんなぜい沢品を売るのは飛んで
もないことだ。そんな人間は闇打ちに会ってもしょうがない。」と言う。
第2次大戦中日本の国内で交されていた会話とあまりよく似ているのには
驚く。とにかく彼らの会話も営倉ではとげとげしいものにならざるを得な
かった。
　この営倉でも“私”は又当局者の収容所管理政策に直面させられる。コ
ダマが返事をおこたった事件は，銃撃まで引ぎ起した事件になる。私はコ
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ダマを助けようとして衛兵と争い，その争いにまき込まれた仲間と共に軍：
事法廷に起訴されたからである。コダマ事件をはさんで，収容者を収容所
からさらに営倉へ入れることの是非が論じられるが，当局の主張は次のよ
うなものであった。
　“lt’s　done　for　the　welfare　of　the　malority．　We　have　done　nothing　in
violation　of　constitutional　rights　by　holding　these　men．　It’s　nothing　more
than　an　administrative　procedure　necessary　to　maintain　order　by　keeping
them　from　having　contact　with　the　majority　of　people　and　inciting
discontent”．
　危険分子を一般から隔離することは集団を維持して行く上でよく取られ
る手段である。ただ何をもって危険分子とするかである。ここでは当局に
都合の悪い要求をすれぽ不平分子にされる。だがもし当局がたまたま白人
を，日系人がされている様に収容所に収容しなければならない事態が起っ
て，日系人の不平分子が要求している事を白人が要求したら，彼らは不平
分子として投獄されるだろうか。まして，銃台で打たれて昏睡状態のコダ
マに，さらに致命的な一撃を加えようとした衛兵に体当りを加えた“私”
が白人であったら，どうして罪に問われることがあろう。要はその人種差
別を廃して日系人を対等に扱い，その主張に当局が耳を借すのでなけれぽ，
収容所の混乱は解決できるものでなかった。ただ当局にも政府や外部から
の圧力があり，日系人の主張に耳を傾けようもない所に戦争という異常事
態の悲劇があった。
　“私”は弟ゴーデーの戦死もあり，“犬”として襲われた父の怪我もあ
り，出所を要求するが，他の不平分子への影響を恐れて許されない。短い
老でも二百日を越える営倉の生活にすっかりまいっていた他の収容者も，
その状態がいつまで続くかわからない絶望感で窮余の一策としてついに全
員ハンガー・ストライキに突入する。営倉から出るための非常手段で死ぬ
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気はないから，皆色々な思いにかられる。親日派の力を信じる者は，その
力が当局を動かすと期待する。父が日本に帰って皆同じ墓に入るのだと言
っているから，ここでは死ねないと言う者が出て来る。ただその父ももう
75歳と聞いて皆失笑する。コダ・7は，もうほとんどない力をふりしぼって，
どうしても梁に刻目を入れて過ぎていく日々をしるそうとする。もうトイ
レに立てない者も出て来て，臭気が部屋中充満してくる。当局はなかなか
折れない。そちらで勝手に食物を拒絶するのだから，こちらのせいではな
いとする。が，ついに懐柔作戦に出て一人だけを営倉から出し，各人とも
それぞれのケースをもう一度調べて考慮すると提案する。動揺する者も出
るが最後迄結束はくずれない。ついに全員が餓死すれすれの状態になって，
当局は全員を解放せざるを得なくなる。結果としては当局への勝利に終る
ハンストも営倉生活も，収容者には空しさ以外何も残す物でなかった。知
り得たのは，空腹を通り越すと一種の麻痺状態になり，死が恐ろしいもの
と感じられなくなること位である。そこには道義心の存在を求めようとし
てもどだい無理である。人間が人間でありうる状態ではないのだから。
　この様にミヤカワが小説のこの部分を書いたのは，連合国側の勝利がほ
ぼ確実になって，収容所そのものの必要性がなくなって来た時期と重なる
からである。トゥール・レーク収容所でも忠誠登録にイエ・ス・イエスと答
えた人達は，自分で移住を拒んだ人達を除いては，他の収容所に移される
か，白人の引き受け手があれぽ軍事要地であった西海岸を除いた他の地域
に移住し，新らしい暮しを始めていた。ただしトゥール・レーク収容所そ
のものは忠誠登録による転回によって，アメリカへ忠誠を拒否した人達の
集りと化したから，反米ムードは益々高まるばかりであった。
　“私”やカゲヤマが10ヶ月振りに営倉から出て見たトゥール・レーク収
容所は，完全にトガサキやホンダの率いるサイカクリセイガソ（再隔離請
願一熱狂的親日派）や三国青年団の支配下にあった。彼らはぼうず頭に竹
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刀をたずさえて床屋に現れては客にぼうず頭を強制し，映画館に現れては，
戦時下でそのような安易な娯楽を求めることは許せないと上映を中止させ
た。彼らの横行で保安要員のなり手がなく，“犬”狩は彼らの思うままだ
った。そのグループから，営倉のハソーガストライキ組は英雄として，明
治節と盆おどりを組み合せた集会で表彰される。“私”達の行為は大和魂
のなさせる所であり，サイカクリセイガソの活躍で“私”達が自由になれ
たとするホンダの挨拶にたまりかねたカゲヤマはマイクを奪い取って次の
ように叫ぶ。
　“We　have　forsaken　unwritten　law　of　Japanese　community．　We　have
always　been　strong，　but　now　there　is　contamination　from　o1エts圭de　society．
Do　not　become　blind　to　violent　fanatics　who　try　to　run　community　by　fear，
rumors，　and　threats，　who　try　to　make　us　believe　Japan　is　winning　war！”
　カゲヤマの苛立ちは，あの強い連帯を誇りお互に仲よく助けあって来た
日系人社会はどこへいってしまったかと言うことである。日系人同志が集
まる集団生活は収容所に限らず，もともと日本人町の形であったのである。
同じ日系入の集団生活でも人々の気持をこんなにまですさんだものに変え
てしまったものは何だったろうか。それは第2次大戦の勃発，収容所への
強制収容と目まぐるしい大変化の中で，日系人が何が何だか分らない精神
状態に追い込まれたことである。一寸先何が起るかわからない戦々恐々と
した中で，人々は何か寄り所を求めて情報に飛びつく。情報の真実性より
も自分の不安な精神状態を満足させてくれる情報が良いのである。そこに
はデマが飛び交い，何も信じられない精神の空白状態が生れ，暴力の支配
が入り込む余地が出て来る。収容所へとじ込められた恨みもあって，収容
老が求めたのはトガサキやホンダのような煽動政治家であった。もう“私”
もカゲヤマも出る幕がなくなっていた。収容所当局はこの頃になってやつ
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とトガナキやホンダを反逆罪で罰したいと考え，手のひらを返したように
“私”やカゲヤマに当局側に立って証言をしてくれるように頼む。この収
容所で3，500人ものアメリカ市民権放棄者を出すに至ったからである。当
局が憎んだのは彼らの人格であり思想であろうが，法では人格や思想を罰
することはできない。結局彼らが行った行為から犯罪に該当するものを見
つけて罰するより仕方がない。彼らを思うように罰することのでぎない当
局者の苛立ち（カゲヤマの苛立ちでもあった）が，裁判を通じてよく表わ
されている。
　この裁判が行われる頃には西部防衛地区司令官命令で出されていた，そ
の地区からの日系人の退去命令も廃止になる運びになってきた。戦局の好
転と共に，人々の心に余裕ができ’，反省と迄はいかなくても，暗黙の内に
日系人を強制収容までしなくてよかったという淡い後悔の気持が生まれて
きたからであろう。実際西海岸よりもっと日系人の多いハワイでは，強制
収容しなくても何の軍事活動を妨げるような事件は起らなかった。西海岸
で日系人の活躍を恐れた一部の白人達のヒステリックな叫び声に同調して
しまった悔いもあったろう。トゥール・レーク収容所もその終焉を迎えよ
うとしていた。そこで収容者の胸に去来するものは何であったろうか。収
容所から出るのはいい。だが一体どこに行って何をすればよいのだろう
か。“私”は収容所がいつれ閉鎖されると話す法務局から派遣されて来た
ターピソにこう言ってつめ寄る。
　“Many　of　those　who　you　say　shoud　leave　camp　have　nothing　else　left．
Their　homes　are　gone，1and　gone，　falnilies　broken　up　and　scattered．　For
many　there　is　Ilothing　left　but　this　camp”．
さらに付け加えて次のように主張する。
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　“Iam　just　pointing　out　a　reality．　Many　people，　particularly　the　elderly，
have　lost　everything．　Their　hopes　are　dim三nished　as　well　as　ali　material
possessions，　and　in　many　cases　they　have　lost　the　sons　who　would　now
be　taking　over　their　responsibilities”．
　何ごともなかったかのように「収容所は閉鎖します。出ていって下さ
い。」ではどうにも治まりがっかなかった。そうするには“私”の抗議の
ように，余りにも失なったものが大ぎい。ただいくら声を大にして抗議し
ても，とりあえずはアメリカ政府もどうすることもできない。やはり運命
のなせる業として甘受するしかない。ただどうしても許せないのは，自分
達の利害のためにそのような事態をひき起した一部の白人達であり，それ
によって失われた日系人の名誉であった。失なった財産は又取り返すこと
ができるかも知れないが，心に受けた傷は一生消えない。特に明治，大正
の教育を受けた，名誉を重じる一世やその影響を強く受けて育った二世は
そうであったろう。そして道義を重じる作者ミヤカワの幼な心にもその深
い傷跡を残すことになった。
　この小説でも，あれだけサィカクリセイガソと戦ったカゲヤマは，最後
には彼らと同じくアメリカ市民権を放棄してしまう。サイカクリセイガソ
が日本への復帰を夢見てそうしたのに対して，カゲヤマはアメリカに絶望
してそうしたのである。日本での暮しがどうなろうとカゲヤマには問題で
ない。とにかくアメリカには居るわけにはゆかないのである。サクラメン
トの日本人町から収容所生活を通して親友であったアソーもアメリカ市民
権を放棄する。彼は日本に行くつもりはない。ただなまじ市民権があるだ
けに「忠誠登録」をさせられたり，ノー・ノー・ボーイと軽蔑されたりしなけ
ればならない。彼が日本人になれば誰もその様な事は問題にしない。日本
人になる方が気楽でいいと言う言い分である。彼の市民権放棄はアメリカ
への不信である。やはりサクラメント以来の親友のゴトウも市民権を放棄
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『トウーノレ馬レ・一・ク』白
して“私”を驚うかす。アメリカはわけのわからない国だと言う。デモク
ラシーを標榜しながら平気で収容所が作れる。もし正常でいたいならこち
らも適当に相手に合せていいかげんにやればよい。目下のところ日本のア
メリカ進攻を心待にしている母が具合が悪い。彼女を喜ばすために市民権
を放棄するのだと言う。磁気が変ればいいかげんなアメリカ流にそれを取
りもどせばいいと言う。市民権を取りもどすのは大変だが，「市民権なん
て」と言うゴトウの気持はアメリカに対する椰楡である。この三人の市民
権の放棄の仕方は，それぞれの収容生活への総決算の仕方でもあった。し
かし“私”はアメリカ市民権を捨てないで，トゥール・レーク収容所の門
が閉るまでそこにいようと決心する。ただそこを出て行くには余りにもそ
こで色々な事が起り過ぎた。どうしてもその最：後をしっかり見とどけて，
収容所生活とは何だったか，自分なりの結論を出さないと気がすまない。
自分の人生はそれからだと思う。
　この小説の終章で，“私”と，“私”の可愛がっていたウオジロー少年一
家の別れが描かれる。ウオジローの父は極端な親日分子として，サンタフ
ェの留置所に入れられており，ウオジローは父とは別に母とずっとトゥー
ル・レーク収容所で暮して来た。父は一日も早くアメリカ市民権を放棄し
て，母子で彼のもとに来るように言うが，母のジェニーはその判断に迷っ
て結局はなればなれに三年間を送ってしまう。　“私”は別れの日の朝バス
の停留所へ彼らを送りに行く。私は，父親と一緒に暮すことにしたジェニ
ーの決意を喜こぶが，二人がアメリカ市民権を放棄したと知って激怒する。
特に幼いウオジローの将来を憂えてである。ジェニーは私の胸に泣きくず
れてうったえる一「私はどうしたらいいかわからなかった。私には何が
どうなっているか分らない。」と。“私”の怒りは急激に引いて行く。彼女
はさらに「こんな苦しみを受けなければならないような事を何か私達はし
たのでしょうか。」と嘆く。戦争の悲哀は皆人々を大きな一つの渦に巻き
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込んでしまうことである。そこでは得体の知れない狂暴な力が作用して，
一人の人間の理性や判断など役に立たなくなってしまう。それを個人の側
から言えば，自分の理解を越えた問題が次から次へと起って，しかもその
決断を一つ一つせまられることになる。「どうしたらいいかわからなかっ
た。」といったジェニーを“私”はとがめる資格はない。“私”も忠誠登録
をせまられてどう答えていいか分らなかったのだから。ミヤカワが道義心
を求めるのも調和のとれた社会を願望するのも，皆このような状態が個人
に降りかからないことを願うからにほかならない。やはり社会は節度があ
って，話し会いで物事の解決できる共通項ができていなけれぽならない。
それのない社会は人を皆疑心暗鬼にし，狂気に追いやってしまう。トゥー
ル・レーク収容所がその良い例である。その大切な共通項を人種への偏見
や差別で失なってはならない。ミヤカワはそう叫んでいるようである。ト
ゥール・レーク収容所は彼にとっては高い代償を払った反面教師であっ傷
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